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研究成果の概要（和文）：日本産原生動物についてはこれまでに一度も体系的に整理されたこと

はなかったそこで、20 名以上の原生動物の専門家が調査チームを組織し、1）種名リスト、2）

生息地リスト、3）文献リストの作成を行い「日本産原生動物インベントリー・データベース」

を構築した。また、日本全国を対象とした原生動物の大規模な生息実態調査を行った。調査地

点は北海道網走地区・沖縄県南大東島などを含む全国 100か所以上に及ぶ。調査結果はホーム

ページで公開した（http://sites.google.com/site/protistsurvey/）。 

 

 

研究成果の概要（英文）：Up to the present time, protozoan fauna in Japan has not been fully 

documented. Therefore, we, more than 20 protozoan specialists, have conducted a systematic survey on 

the Japanese protozoans by 1) collecting original bibliographic records, 2) listing up species names and 

collection points, and 3) extracting reliable list of literature, in order to construct a comprehensive 

inventory database of Protozoan fauna of Japan. We have also conducted a nation-wide field survey of 

free-living and parasitic protozoans at more than 100 locations in Japan, including Abashiri area in 

Hokkaido and Minami Daito Island in Okinawa prefecture. The result of the survey has been presented 

on line at http://sites.google.com/site/protistsurvey/. 
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研究分野：複合新領域 

科研費の分科・細目：環境学・環境影響評価・環境政策 

キーワード：生態系影響評価・生物多様性・気候変動・地球温暖化・原生生物 

 

１． 研究開始当初の背景 

わが国において、陸上から淡水海水におよ
ぶ原生動物（藻類を除く原生生物）の分布と
多様性について、個々の研究はあるが、まと

まった調査が行われたことがなかった。 

 

２．研究の目的 

過去の記録に基づいた原生動物の生物多
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様性に関する現況の把握と共に、原生動物の
多様性に関する全国的調査を行い、原生生物
が日本にどのような環境に何種生息してい
るのかを明らかにすることを目的とした。 

 

３．研究の方法 

（1）日本の原生動物のインベントリー・デ
ータベースの構築 

日本から記録された全ての原生動物の記
録調査のために、調査記録の掲載されている
可能性のある文献（図鑑、図説、学会誌、大
学の紀要、生物調査報告書など）の収集を行
い、これを元に電子データ化を行った。 

 

（2）分類学的基盤整備と多様性の保全を目
的とした分布調査 

原生動物の様々な分類群の専門家が、同一
地域内の海水・汽水・淡水の湖沼・土壌およ
び寄生性の原生動物の調査を行い、各分類群
の専門家が現地について多様性減少モニタ
リングをするとともに、環境変異が原生動物
の多様性減少に及ぼす実態を調査した。 

 

４．研究成果 

（1）日本の原生動物のインベントリー・デ
ータベースの構築 

これまでに一度も体系的に整理されてい
なかった日本産原生動物について、1）種名
リストの作成、2）生息地リストの作成、3）
文献リストの作成を行い「日本原生動物イン
ベントリー・データベース」を構築した。各
分類群の担当者は、既存種の基礎データを詳
細に分析し、分類学的な最新の情報を用い 

て、特に種名リストについてデータベース記
載事項の再確認（シノニムに関する表記な
ど）、分類学的に適切かつユーザー・フレン
ドリーなデータベースの構築を目指し、ホー
ム ペ ー ジ 上 で デ ー タ を 公 開 し た
（ https://sites.google.com/site/bibliographyjapan

/Home）。 

 

（2）分類学的基盤整備と多様性の保全を目
的とした分布調査 

本調査で実施した大規模調査地点は、北海
道網走地区・滋賀県琵琶湖・沖縄県石垣島・
沖縄県南大東島・和歌山県全域などである。
他にも、それぞれの班員が居住する地域近隣
での調査を個別に実施した。それらの結果は、
ホームページ上で公開した（図１、
http://sites.google.com/site/protistsurvey/）。この
データベースでは、日本の地図上から調査地
点を選ぶことで、その場所に生息が確認でき
た原生動物の属・種名情報が表示される。ま
た、生息場所・属種名により検索することも
可能である。データは今後も追加されていく
が、現在のところでは全国 15 都道府県での
約 100か所の調査地点におけるデータが、調

査地点の正確な位置情報とともに登録され
ている。 

 

（3）研究の総括としてホームページを立ち
上げ、本研究課題で実施した研究成果を公開
するとともに、平成 24 年 9 月に日本動物学
会の大会中に一般公開シンポジウムとして
発表した。 
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